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の水晶宮に似て劣れり。電氣燈の機關を觀る。

二十九日。早川步兵大尉伯林より至る。此府の獵兵大隊に付屬す。

三十日。地學協會 Verein der Erdkunde に至る。ロオト氏麻拉利亞地方論を演す。

十一月一日。樂をブリユウル磴 Bruehl'sche Terrasse に聽く。

六日。囚獄を觀る。家三層。下層より上層を見るに目を障ふる者なし。梯と欄と皆空隙を存ずるなり。其目的は全屋を通視し、囚人を監守するに在れども、衞生上より觀れば、換氣の便此法に若くは莫し。作業室換氣窓は相對して兩壁に在り。排氣孔は烟筒の傍に在り。熱を借りて氣を吸ふ。暖室には熱水法を用ゐたり。其管小なり。室隅の便壺巨管に通ず。甚だ淸淨。癲狂室は四壁布を張りて裝滿す。便壺常の如し。其葢堅牢にして壺緣に連る。

七日。始て輦下戲園 Residenz-Theater に至る。規模甚小なり。ヰルケの誘引せるなり。

八日。ロオトの家に招かれて晚餐す。ロオトに家族なし。愛犬あり。卓に近きて食を求む。余肉を與ふ。ロオト余が着る所の軍服を見て曰く。ブラウンシユワイヒ Braunschweig にて往時此の如き服を用ゐたり。要するに英國の軍服に佛國の等級章を附けたるなり。余は甚だ之を見ることを愛すと。日本畫二幅を示さる。皆俗匠の手に出でたるものなり。余爲に之を辨ず。一室に佛壇の如き者あり。ロオト自ら起ちて其扉を開き、余をして之を覗はしむ。裏面寫眞圖數百を懸く。曰く是れ孛佛戰中余が部下の醫員なり。既に歿したる者甚衆しと。

十日。ステツヘル余を第二「グレナヂイル」聯隊 Grenadierregiment の「カシノ」Casino に招く。饗する所の肴饌豐美、三鞭酒も亦良かりき。

十三日。家書至る。此日府病院を觀る。會議室は壁に支那畫を貼し。天井に東西南北、春夏秋冬等の文字を刻す。一人の之を解する者なし。余爲に之を譯す。曰ふ此室は往時拿破崙の宿する所なりと。消毒室は熱蒸氣を大
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